（小牧社協災害VC　様式11）
ボランティアリーダーの方へ

1．活動先に到着した時

（1）常に被災者の心情を思い、活動に当たってください。
　　 ①あいさつをし、小牧社協ボランティア支援センターから来たことを告げてくささい。

　　 ②参加者の紹介をし、親近感がもてるようにしてください。
2．活動中の留意点

（1）依頼内容を依頼者に確認し、作業を始めてください。

　　 ①ゴミ出しの場合は、ゴミを捨てる場所はどこなのか。

（依頼者が分からない場合は、ご近所の方に確認してください。）

②床板をはがしたり、開かなくなった家具を開けるなどの作業の場合は、使用できなくなることを説明し、その上で作業に入ってください。

（2）家具などを破棄する場合は『いるもの』『いらないもの』を必ず家主さんに確認してください。

①明らかに使用不能の場合でも、依頼者が捨てないといった場合は、捨てないでください。
②高齢の方の中には、濡れた畳を乾かして使用するという方がいます。濡れた畳は使用不能になることを説明し、それでも依頼者が捨てないと言った場合は、捨てないでください。
（3）活動内容に疑問がある場合は、支援センターにご連絡ください。
　　 ●危険な活動やボランティアでは対応できない活動など

　　 ●営利行為や特定の政治的・宗教的活動へのお手伝いは断る。
（4）人員が不足する場合は、支援センターにご連絡ください。ボランティアの参加状況によって、追加の人員派遣を行いますが、追加派遣が難しいことがありますので、家主の方と相談して作業する部屋を集中するなどの対応をしてください。

（5）＿＿＿＿時までには活動を終了し、支援センターへ戻ってきてください。

（6）50分に10分の休憩をお願いします。体調が悪くなった場合、すぐ休む、支援センターへ連絡する、救急車119番通報するなどの指示をお願いします。

3．活動を終えた際に

（1）活動を終了したことを依頼者に確認してもらってください。

（2）依頼者が、翌日も活動を希望される場合は、簡単に依頼内容を聞いて、活動報告で報告してください。但し、以下のことをお断りください。

●依頼を受けた場合でも、ボランティアの参加状況によってご要望の時間に派遣できない場合があること

4．支援センターに戻ってきてからは

（1）持っていった資機材は、資機材担当に返却してください。

（2）必ず活動報告書を提出してください。

　　（活動依頼表と活動場所までの地図を忘れずに！）お疲れさまでした。
【小牧社協災害ボランティア支援センター連絡先】
●緊急時…電話　0568－77－0636
以上、よろしくお願いいたします。
